
水田に青空が映る季節になりました。日本の原風景ともいえるこの景色が、今
年はどこか違って見えるのは、連日報道される「お米」のニュースのせいかも
しれません。価格の高騰、店頭での品薄、そして政府による備蓄米の放出。日
本人の主食である米をめぐる問題から、私たちの暮らしの構造の問題が浮き
彫りになっているように感じます。先日行われたハイデルフォーラムでは、印
刷業界が直面する課題と、未来に向けた取り組みが紹介されました。デジタ
ル技術の進化、環境への配慮、そして社会との関わり。変わりゆく時代の中
で、何を守り、何を変えていくべきかを考えさせられました。農業も印刷も、
人の手と想いがつくる営み。だからこそ、変化の中にあっても、その価値を丁
寧に見つめ直していきたいですね。（T）

▶自社のPR活動
　弊社の最新の取り組みや社内の雰囲気、働く
スタッフの様子などを発信し、求職者や取引
先とのコミュニケーションを図っています。

▶「BRIDGE」に掲載いただいた
　企業様の紹介
　弊社発行の就職情報誌『BRIDGE』に掲載された企業様の情
報をピックアップし、Instagramでご紹介、企業の認知度向上
や求職者へのアプローチをサポートしています。

▶SNS運用代行サービスを承ります
　「Instagramを活用したいけれど、運用のノウハウがない」
「投稿の手間がかかる」とお悩みの企業様に向け、SNS運用
代行サービスを提供しています。コンテンツ企画から投稿作
成、運用サポートまでお任せください。

Instagramの運用代行承ります！
弊社では、企業の魅力を発信するためにInstagramを積極的に
活用しています。
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ハイデル・フォーラム21 北海道地区会 工場見学会を開催
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トップの決断が現場を動かす
ハイデル・フォーラム21 北海道地区会 工場見学会を開催

～総北海・岳総合製本所、改革の現場に全国から注目～

ハイデル・フォーラム21とは？
ハイデル・フォーラム21は、世界有数の印刷機器
メーカーであるドイツ・ハイデルベルグ社のサ
ポートのもと、印刷業界の経営者や幹部が最新
技術や経営課題を学び、情報交換を行うために
設立された会員制の研究・交流組織です。

2025年5月22日（木）、全国の印刷関連企業の経営者・マネジメ
ント層が旭川に集い、「ハイデル・フォーラム21 北海道地区会・工
場見学会」（主催：HDF21、ハイデルベルグ・ジャパン共催）が開
催されました。
今回の見学会は、「イギリスの先進事例から気づいた自社の課題」
「トップ主導の全社改革」という共通のテーマのもと、旭川市に
拠点を置く、弊社株式会社総北海と有限会社岳総合製本所の取
り組みにスポットを当てた特別企画として行われました。

弊社・株式会社総北海からは、昨年の
HDF全国大会でのイギリスの事例に
触発され、社内体制の見直しに踏み出
した経緯と現在の取り組みを共有しま
した。
「なぜ、同じ設備を持つ企業と同じ成
果が出せないのか」という疑問から、プリプレスから生産管理・印
刷工程までの一体運用を目指し、ワークフローと組織意識の見直
しを実施。その過程や取り組みの一端をご紹介させていただきま
した。
また、岳総合製本所からは、地域の中小企業が直面する慢性的
な人材不足に対し、外国人スタッフとの共生、定着率向上のため
の職場環境整備など、具体的な実践事例が発表されました。多様
な価値観を受け入れながら、現場の力を引き出す取り組みに多く
の関心が集まりました。

小さな気づきから始まった現場改革
午後には両社の工場見学が実施され、実際の設備や業務の流
れ、スタッフの生の声を通じて、現場での取り組みをご覧いただき
ました。とりわけ、業務の「見える化」やスタッフの主体性を引き
出す工夫に、多くの参加者が強い関心を示されていました。

現場に触れることで感じる「改革の実感」

今回の見学会は、地方企業が直面する課題にどう向き合い、変化
を起こそうとしているのか、その一端を共有させていただく貴重
な機会となりました。
私たちにとっても、全国からの熱意ある声やご質問は大きな刺激
であり、今後の取り組みに対する励みとなりました。
今後も地域に根ざした企業として、現場を見つめ、仲間とともに
成長していける環境づくりを続けてまいります。そして、同じ課題
を持つ皆様と学び合い、支え合える関係を築いていけるよう、引
き続き取り組みを進めてまいります。

今後に向けて──地方からの挑戦を止めない


